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目的

科学技術の成果

低炭素社会実現へ向けての展開

1

・耐熱性、耐衝撃性、光学特性に優れた様々な
長鎖・短鎖多糖類エステル誘導体の合成に成功

・水系・常温・常圧の条件下で、酵素による非天
然型多糖類のin vitro合成に成功
・低エネルギー大量合成法の確立
・高級漆器調バイオプラスの開発に成功

木材から抽出されるセルロース、ミドリムシが合
成するパラミロンなどの、様々な多糖類から熱成
形加工可能で機能性や装飾性に優れた部材の
開発を行います。酵素触媒合成や無溶媒反応な
ど、有機溶媒や金属触媒に依存しない、低エネ
ルギー・低環境負荷合成法の開発を目指します。

天然あるいは酵素触媒重合により得られる高分
子多糖類を原料とし、その特徴的な構造を活かし
た新規で高性能なバイオプラスチックを創製し、
実用部材化を行います。
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